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ICAO勤務に至った経緯

“Win-Win situation”

• 空港でのオペレーション実務経験を求めていたICAOと、東
京オリンピック・パラリンピックを2020年に控え旅客プロセス
の円滑化を模索してた日本側との利害が一致。

• 日本政府（外務省、国土交通省）を通じて、民間会社
からの出向をICAO側へ打診。日本としては、政府職員の
派遣以外では初の試み。

• 日本とICAO双方の合意により、国際空港における旅客・
荷物・カーゴに対するCIQ（入出国、税関、検疫）プロセ
ス等をストレスなく行い、航空機による移動を快適にする
部署（Facilitation）への配属が決定。

• ICAO事務局のミッションは、全192の締結国が出席する
ICAO総会を起点に３年周期でまわっているため、派遣期
間も双方に利がある3年間。
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ーなぜ民間会社（成田空港会社）から国際機関
（ICAO）に赴任することになったのか？



ICAO業務内容
ー3年間、どのような業務をやってきたのか？

”シカゴ条約第９付属書の改訂“

• 第９付属書(Facilitation)＝主に入出国管理の円滑化

• 約２年に一度の同分野の専門家が集まる国際会議（パ
ネル）にて、どういう内容を国際標準or勧告に盛り込んで
いくのかを議論し、ICAO内の会議体へ上程。

• 同付属書の各国による遵守状況の分析

• WGの運営及びガイダンスマテリアルの改訂

• 討議事項（例）

 電子パスポートの仕様

 API（事前旅客情報）のテロ対策への活用促進

 航空機事故被害者の救助円滑化

 航空機移動における人身売買の阻止

 引率者無しでの幼児搭乗条件 など 3



シカゴ条約第９付属書
ーFacilitationって何？
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”１９あるICAO付属書の中で、最も幅
広い守備範囲“

• 第１章 定義及び一般的な原則

• 第２章 航空機の入国及び出国

• 第３章 旅客及び手荷物の入国出国

• 第４章 貨物及びその他の物品の入国及び出国

• 第５章 入国不許可の旅客及び被追放者

• 第６章 国際空港ー施設とサービス

• 第７章 国際空港以外の場所への着陸

• 第８章 特定のテーマを包括する円滑化規定

• 第９章 旅客データ交換
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シカゴ条約：第１～19付属書
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第９付属書に関与する各国の政府機関
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仕事で関わる国際機関
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ICAO事務局の業務に求められる人材

ーこういう人がICAOで活躍しているのではないか？！

“ひたすら自分の強みを極める！！”

• 他を圧倒するその分野の専門家（知識と人脈）

• 局面をうまく切り抜ける器用さ（豪快さ、度胸、愛嬌）

• 内外との積極的なコミュニケーション

• 日本人として当たり前の原理原則

• 自分から主張して仕事を取りに行くバイタリティ

• 公文書をきっちり書ける能力

• 英語＋１

• 法律に強いかどうか
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ICAO勤務経験で得たものを踏まえた“今”
ーレアな国際経験を日本に帰り、早速どう生かしているのか？

“キャリアの連続性が未来を拓く！？”

• 国際ルール策定に向け、喧々諤々の議論等を超えてで
きた各国の専門家との信頼と実績

• ICAO事務局、各国政府代表部、国際機関（ACI、
IATA等）との人脈の深化

• これまでの空港レベル及び国レベルだけでなく、国際レベ
ルでの政策決定に至るまでの合意形成プロセス

• 大舞台で勝負できる度胸と事前準備の大切さ など

■現在、成田空港で取り組んでいる仕事

• ICAOで関係を築いた専門家から国際会議に招聘され、
日本・成田空港のプレゼンス向上を図る。

• 日本政府代表団の一員として、ICAO主催の会議に出席
し、合意形成プロセスの一躍を担う。（これまではICAO
事務局として反対側の席に座っていた）

• 成田空港内における東京五輪を見据えた入出国円滑化
プロジェクト（One ID）チームへの参画し、関係国際機
関との連携を強化する。
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■ICAO事務局への勤務で得たもの



ー
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